
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フレーベルは、世界最初に幼稚園を開き、そして教育遊具の

「恩物」を作り出すなど、幼児教育の発展に大きな役割を果た

しました。こうした偉大な業績によってフレーベルは「幼児教

育の父」と呼ばれています。フレーベルが１８３９年に開設し

た「幼児、児童のための作業教育所」は、後に「キンダーガル

テン」と名付けられて、現在は、「国立ハイデクスブルグ博物

館分館」となっています。  

恩物は、１８３８年に考案され、第一～第十恩物を通して、

子どもたちが楽しく学びながら、創造的な表現活動ができるよ

うに考案されました。６色の球体で構成される第一恩物から丸

い粒で構成される第十恩物まで、それぞれはすべてシンプルな

形、素材を使ってできています。 

教育博物館には、大野市の旭幼稚園で子どもたちが大切に使

用していた「恩物」が保管・展示されています。 

おん ぶつ 

おんぶつ 

い だい   ぎょうせき 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

日本で最初の幼稚園は、１８７６（明治９）年東京女子師範

学校の附属幼稚園でした。政府は各府県に幼稚園の設置をすす

めましたが、小学校の設置や就学が優先され、幼児教育にまで

は十分に手が回りませんでした。 

福井県で最初の幼稚園は、１８８７（明治20）年に小浜尋常

高等小学校に附属として開設されました。明治２０年代には、

師範学校附属・宝永・春山・順化などの各尋常小学校の附属幼

稚園が開かれ、明治４０年代には私立幼稚園も創設されまし

た。 

左の図は『幼稚園法二十遊嬉』 

【1879(明治 12)年】で、恩物

でどのように学ばせるかを丁寧

に解説してあります。図は第二

恩物の説明です。 

し はん 

じんじょう 

よう ち えんほう にじゅうゆう き 

しゅうがく     ゆう せん 


